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医
療
制
度
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
制
度
で
す
。

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
老
人
医
療
は
、
患
者
の
自
己
負
担
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
の
ほ
か

は
、
公
費
（
国
・
県
・
町
の
負
担
金
）
と
医
療
保
険
の
各
保
険
者
か
ら
の
拠
出
金
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
本
町
に
お
け
る
昨
年
度
の
老
人
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
、
６
２
７
、３
１
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
発
表
さ
れ
た
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
年
次
報
告
よ
る
と
、
日
本

人
の
平
均
寿
命
は　

・
９
歳
（
女
性　

・

８１

８５

３
歳
、
男
性　

・
４
歳
）
で
あ
り
世
界
ナ

７８

ン
バ
ー
ワ
ン
だ
そ
う
で
す
。
医
療
技
術
の

進
歩
が
そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
勤
労
者
人
口
に
対
す
る
高
齢
者

人
口
の
割
合
は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
る

と
と
も
に
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り

各
保
険
者
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

将
来
に
わ
た
り
大
切
な
医
療
制
度
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
や
薬
局
を
も
つ
な
ど
し
て
自
身
の
健

康
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
重
複
受
診

や
頻
回
受
診
を
避
け
医
療
費
を
大
切
に
使

う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

老
人
医
療
費
（
億
）

年
間
平
均
受
給
者
数
（
人
）

　

歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

７０
　

歳
以
上
の
人
の
医
療
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

７０所
得
に
応
じ
て
医
療
費
の
１
割
ま
た
は
２
割
の
負
担
と
な
り
ま
す

原　則　  ………………………　１割
一定以上の所得のある人　  ……　２割

780円
一定以上の所得がある人

及び一般の人

650円
９０日までの
入院

低所得
Ⅱの人

500円
９０日を越える

入院
（過去１２カ月の入院日数）

300円低所得Ⅰの人

《入院したときの食事代》
　入院したときは、一部負担金のほかに、食事代として１日
につき下表の金額を負担します。
★高額医療費の対象にはなりません。
★低所得Ⅱ・Ⅰの人は「限度額適用・標準負担額減額認定
証」を担当窓口に申請してください。（国保の高齢受給
者証または老人保健の医療受給者証をお持ちの方は役
場町民生活課国保年金係へ、それ以外の７０歳以上の方
は各保険者へ申請してください）



3広報いしかわ　２月号

　

●
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
と
は
…

住
民
税
課
税
所
得
が
１
２
４
万
円
以
上
の
老
人
保
健
対
象
者
ま
た
は

　

歳
以
上
の
人
、
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
老
人
保
健
対
象
者
ま
た
は　

７０

７０

歳
以
上
の
人

※
そ
の
世
帯
の
右
記
該
当
者
の
年
収
が
合
計
６
３
７
万
円
未
満（
該
当
者
が
１
人
の
世
帯
で

は
年
収
４
５
０
万
円
未
満
）
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

●
低
所
得
Ⅱ
の
人
と
は
…

世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
（
国
保
の
高
齢
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
保
の

被
保
険
者
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
と
き
）

　

●
低
所
得
Ⅰ
の
人
と
は
…

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
か
つ
各
種
所
得
等
か
ら

必
要
経
費
・
控
除
を
差
し
引
い
た
と
き
０
円
と
な
る
世
帯
に
属
す
る

人
（
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
世
帯
主
及
び
そ
の

世
帯
に
属
す
る
国
保
の
被
保
険
者
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
と
き
）

【
例：

単
身
世
帯
で
年
金
の
収
入
の
み
の
場
合　

万
円
以
下
】

６５

★
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
「
高
齢
受
給
者
証
」
と
保
険
証
を
提
示
し
ま
す

★
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
老
人
保
健
の
「
医
療
受
給
者
証
」
と
保
険
証
と
健

康
手
帳
を
提
出
し
ま
す
。

誕
生
日
が
昭
和
７
年
９
月　

日
３０

以
前
の
方

一
定
の
障
害
の
あ
る　

歳
以
上

６５

の
方

老
人
保
健
に
よ
る
医
療
を
受
け
ま
す

誕
生
日
が
昭
和
７
年　

月
１
日

１０

以
降
の　

歳
以
上
の
方

７０

　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
は
現
在

７０

７５

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
医
療
を

受
け
ま
す

支
払
っ
た
一
部
負
担
金
が

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

同
じ
月
内
に
、
左
表
の
限
度
額
を
超
え
て
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
超
え
た
分
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
先
は
、
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
者

【
例：

国
保
の
方
は
町
民
生
活
課
国
保
年
金
係
へ
領
収
書
と
印
鑑
と
保
険
証
と
預
金
通

帳
（
郵
便
局
を
除
く
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
】
老
人
保
健
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
方
は
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
【
印
鑑
と
保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
と
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除

く
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
】
で
す
。

世帯単位
（外来＋入院）

個人単位
（外来のみ）

７２，３００円
＋

（総医療費－３６１，５００円）
×１％

（４０，２００円）※

４０，２００円
一定以上の
所得がある人

４０，２００円１２，０００円一　　　般

２４，６００円
８，０００円

Ⅱ
低所得

１５，０００円Ⅰ

※
（　

）
内
は
、　

カ
月
間
に
４
回
以
上
高
額
医
療
費
の

１２

支
給
を
受
け
る
場
合
の
４
回
目
か
ら
の
限
度
額
で
す
。

◆
入
院
の
場
合
、
１
カ
月
の
一
部
負
担
金
は
限
度
額
ま
で

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
特
定
疾
病
患
者
は
、
自
己
負
担
額
が
１
カ
月
１
万
円
ま

で
と
な
り
ま
す
。

◆
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
、
支
給
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

《７０歳以上の人の自己負担限度額（月額）》



新
制
度
は
こ
う
な
り
ま
す

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
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国
は
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
を
決
定
し
、
平
成　

年
か
ら
新
た
な
米
政
策
が
ス
タ
ー
ト

１６

し
ま
す
。
国
の
基
準
に
沿
っ
た
具
体
的
な
進
め
方
は
、市
町
村
や
Ｊ
Ａ
等
の
地
域
の
関
係

者
に
よ
る
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
に
お
い
て
地
域
に
合
っ
た
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
石
川
町
で
は
、
昨
年　

月　

日
に
石
川
町
地
域
水
田
農

１２

２２

業
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
素
案
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、２
月
か
ら
３
月
に
座
談
会
を
開
催
し
、

農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
予
定
で
い
ま
す
。詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
に
ご
案
内
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
振
興
課
農
政
係 

�　

�
９
１
２
６

２６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川　

石
川
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー 

�　

�
８
５
２
１

２６

全
国
一
律
で
な
く
、
地
域
の
ア
イ
デ

ア
で
助
成
作
物
や
単
価
を
決
め
ま

す
。

産
地
づ
く
り
対
策

　

※
石
川
町
の
配
分
予
定
額
は

２
５
、
０
２
５
千
円
で
す
。

米
価
が
下
が
っ
た
場
合
の
新
し
い

補
填
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策

特
色
あ
る
産
地
づ
く
り 売

れ
る
米
づ
く
り

　

消
費
者
が
求
め
る
お
い
し
い
米
、
安
全
で
安
心
な
米
、
業
務
用
に
適
し
た
米
づ
く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

「
つ
く
ら
な
い
面
積
」
か
ら
「
つ
く
る
数
量
」
の
配
分
へ
変
わ
り
ま
す
。

※
石
川
町
全
体
で
は
、
平
成　

年
産
の
米
の
目
標
数
量
は
、
３
、９
１
６
、４
１
４
ト
ン
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

１６

早
け
れ
ば
、
平
成　

年
度
か
ら
、
作
る
数
量
を
農
業
者
や
農
協
等
の
農
業
団
体
が
主
役
と
な
っ
て
決
め
ま
す
。

１９

水田農業構造改革交付金

担
い
手
が
積
極
的
に
経
営
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
稲
作
収
入
に
基
づ
く
補
填
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

●
加
入
対
象
者
（
次
の
う
ち
ど
れ
か
）

・
水
田
経
営
面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
認
定
農
業
者

・
水
田
経
営
面
積
の　

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

２０

の
集
落
営
農
組
織

担
い
手
経
営
安
定
対
策

担
い
手
の
経
営
安
定

あ
な
た
の
水
田
や
集
落
の
水
田
、
作
業
す
る
担
い
手
を
今
後
ど
う
し
ま
す
か
？

�

集
落
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
、
地
域
の
将
来
の
方
向
を
考
え
ま
し
ょ
う
！

�

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

反

映

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
が
「
産
地
づ
く
り
対
策
」
に
取
り
組
む
要
件
で
す
。

改
革
の
ス
タ
ー
ト

�

H　

〜
１６

当
面
３
年
後
程
度

を
目
標
と
し
ま
す
。

●
ど
ん
な
作
物
を
振
興
す
る
か
、
水
田
を
ど
う
活
用
す
る
か
（
将
来
の
基
本
方
針
は
？
）

●
ど
れ
だ
け
作
付
け
し
、
販
売
す
る
か
。　

農
地
を
だ
れ
に
ど
れ
だ
け
集
め
て
利
用
す
る
か

（
具
体
的
な
目
標
は
？
）

●
だ
れ
が
地
域
の
農
業
を
担
う
の
か
、
ど
ん
な
組
織
を
つ
く
る
の
か（

担
い
手
の
明
確
化
は
？
）

●
ど
ん
な
作
物
に
ど
れ
だ
け
助
成
す
る
の
か
（
交
付
金
の
活
用
方
法
は
？
）

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン 

策
定
に
向
け
て 
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン 

策
定
に
向
け
て 

農
家
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
座
談
会
を
開
催 
農
家
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
座
談
会
を
開
催 

2
月
〜
3
月
に
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石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
パート⑩

　

石
川
町
で
は
、町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど

の
調
査
・
研
究
に
基
づ
い
て
、　

年
間
で　

％
の
二

１０

１５

酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
目
標
を
立
て

た
「
石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
号
で
は
、子
ど
も
た
ち
へ
の
省
エ
ネ
教
育
と

事
業
所
へ
の
省
エ
ネ
施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、農
林
業
へ
の
省
エ
ネ
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�

�
�

へ

の

省
エ
ネ

森
林
資
源
循
環
の
構
築

地
場
産
木
材
利
用
の
推
進

　

町
内
の
林
地
か
ら
、
木
材
・
間
伐
材
を

伐
採
し
、
地
場
産
の
木
材
利
用
を
推
進
し

ま
す
。
間
伐
材
や
端
材
の
利
用
を
図
る
た

め
、
集
成
材
等
の
利
用
推
進
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型
木
造
住
宅
や
、
公
共
施
設

で
の
木
造
建
築
物
を
積
極
的
に
導
入
す
る

な
ど
、
森
林
資
源
の
利
用
を
図
り
ま
す
。

　

町
内
の
森
林
の
成
長
に
伴
い
吸
収
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
の
増
大
を
促
進
し
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
機
能
は
、
成
長
林
に

よ
る
吸
収
力
が
高
い
た
め
、
幼
木
の
育
成

を
推
進
し
ま
す
。

　

木
材
チ
ッ
プ
の
燃
料
化
、
木
材
を
利
用

し
た
水
素
ガ
ス
・
メ
タ
ノ
ー
ル
生
産
、
炭

焼
き
（
大
竹
式
）
な
ど
森
林
の
バ
イ
オ
マ

ス
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
検
討

し
ま
す
。

　

里
山
に
地
場
産
の
木
製
品
を
利
用
し
た

遊
歩
道
を
整
備
し
た
り
、
薪
炭
林
を
整
備

す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
な
か
で
、
新
た
な

観
光
資
源
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
温
泉
や

里
山
の
自
然
を
活
用
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
木
造
建
築
物
の
普
及

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
機
能
の
確
保

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
導
入

　

家
畜
ふ
ん
尿
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
川
及

び
地
下
水
の
水
質
浄
化
を
図
り
ま
す
。

　

町
内
の
生
ご
み
な
ど
の
有
機
性
資
源
を

対
象
に
堆
肥
化
を
行
い
、
生
活
環
境
施
設

組
合
の
焼
却
施
設
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
堆

肥
は
町
内
の
農
地
等
へ
還
元
し
て
、
堆
肥

を
利
用
し
た
農
作
物
を
町
内
で
販
売
す
る
、

地
産
地
消
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
堆
肥

化
の
対
象
物
と
し
て
、
家
畜
ふ
ん
尿
、
生

ご
み
（
家
庭
系
、
事
業
系
）
農
業
残
さ
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
は
地
元
で

有
機
性
資
源
循
環
の
構
築

消
費
す
る
地
産
地
消
の
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

　

施
設
園
芸
の
断
熱
効
果
を
向
上
し
た
り
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
設
備
を
導
入
す
る
な

ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
に
耕
作
用
農
機
具
を
購
入

す
る
際
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
機
器

を
購
入
し
た
り
、
作
業
用
車
両
や
農
機
具

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
行
わ
な
い
な
ど
、
農

作
業
者
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

堆
肥
化

地
産
地
消
の
推
進

農
林
業
現
場
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
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月
７
日
、
役
場
分
庁
舎
前
広
場
で
、
県
議
会

１２
議
員
を
８
期　

年
間
務
め
た
大
野
雅
人
さ
ん
の

３２

旭
日
中
授
章
授
章
記
念
像
建
立
の
除
幕
式
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

１
・
８
メ
ー
ト
ル
の
黒
み
か
げ
石
台
座
の
上
に

高
さ　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
青
銅
色
の
ブ
ロ
ン

６０

ズ
像
。

　

大
野
さ
ん
は
病
気
療
養
の
た
め
出
席
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
和
子
夫
人
、
長
男
の
悦
人
さ
ん
、

佐
藤
栄
佐
久
知
事
ら
が
除
幕
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
約
６
０
０
人
が
出
席
し
、
佐
藤
知

事
、
玄
葉
光
一
郎
衆
議
院
議
員
、
西
牧
立
博
町
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　

月
９
日
、
双
里
の
末
広
で
、
石
川
町
認
定
農

１２
業
者
会
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
認
定
農
業
者
ら

約　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

２４

　

西
牧
立
博
町
長
ら
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
農

業
経
営
・
農
業
技
術
の
向
上
や
循
環
型
農
業
の
確

立
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
た
農
業
者
会
の
規
約
の

ほ
か
、
経
営
相
談
会
、
営
農
検
討
会
、
先
進
地
視

察
研
修
な
ど
各
種
研
修
会
を
開
催
す
る
事
業
計

画
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

役
員
は
次
の
と
お
り
（
任
期
は
３
年
間
）
敬
称

略▼
会
長
・
吉
田
常
一
（
大
字
新
屋
敷
）
▼
副
会

長
・
遠
藤
武
重
（
王
子
平
）
▼
関
根
武
夫
（
母
畑
）

▼
監
事
・
相
楽
博
正
（
曲
木
）、
鈴
木
善
行
（
下

ノ
内
）

更
な
る
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て

認
定
農
業
者
会
を
設
立

　
　

月　

日
、
学
法
石
川
高
校
講
堂
で
第
５
回
魚

１２

１９

水
講
演
会
が
開
か
れ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
野
球
解
説
者
の
遠

藤
一
彦
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　

教
員
、
生
徒
約
１
、
０
０
０
人
が
聴
講
。
遠
藤

さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
３
年
間
在
籍
、
そ
の
後

４７

東
海
大
学
、
元
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
で　

年
間
、
昨

１５

年
ま
で
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
投
手
コ
ー
チ
を

務
め
て
い
ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
「
私
の
夢
」
を
テ
ー
マ
に
高
校
生

活
の
思
い
出
か
ら
、
プ
ロ
野
球
で
の
生
活
な
ど
、

野
球
人
生
を
熱
く
語
り
、「
あ
き
ら
め
ず
に
努
力

し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

大
野
雅
人
さ
ん
の

功
績
を
た
た
え
る

元
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
投
手
コ
ー
チ

遠
藤
一
彦
さ
ん
が
講
演
会
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１
月
４
日
、
ク
リ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
で
石
川
町
消

防
団
の
新
春
恒
例
の
出
初
め
式
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

閲
団
、
分
列
行
進
、
町
内
行
進
、
西
牧
立
博
町

長
の
年
頭
の
挨
拶
、
永
瀬
謙
助
団
長
の
訓
示
な
ど

で
一
年
間
の
無
火
災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
分
団
対
抗
の
無
火
災
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
火
災
ゼ
ロ
の
中
谷
・
母
畑
分
団
、
夫
婦
消
防

団
員
の
永
沼
寛
道
・
晶
子
さ
ん
（
屋
敷
入
）
も
西

牧
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
団
長
感
謝
状
、
団
長
表
彰
・
功
績
章
、

消
防
施
設
整
備
優
秀
賞
・
努
力
賞
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

石
川
町
消
防
団

新
春
恒
例
の
出
初
め
式

　

１
月　

日
、
松
多
屋
で
第　

回
石
川
町
成
人
式

１１

５６

が
開
か
れ
、
成
人
者
は
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
な
が
ら
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
２
２
０
人
（
対
象
者
２
７
５
人
）

一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
代
表
し
て
西
倉

武
利
さ
ん
（
下
泉
）
と
遠
藤
朱
美
さ
ん
（
矢
ノ
目

田
）
が
、
西
牧
立
博
町
長
か
ら
成
人
証
書
を
受
け

取
り
、
鈴
木
翔
太
さ
ん
（
沢
井
・
左
）、
二
瓶
美

幸
さ
ん
（
中
野
・
右
）
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
る
「
は
た
ち
を

祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
行
い
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
南
町
で
商
店
街
活
性
化
の
空
き
店

１２

１９

舗
対
策
事
業
第
１
号
、
商
工
会
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
の
品
を
中
心
に
田
畑
剛
さ
ん
（
沢

井
）
の
一
位
彫
り
、
式
部
雛
、
手
づ
く
り
お
手
玉
、

石
川
産
材
木
使
用
の
額
入
り
記
念
切
手
、
陶
芸
品
、

マ
ン
ガ
家
・
桑
沢
篤
夫
さ
ん
の
「
タ
オ
ガ
ー
ス
救

世
主
伝
説
」、
深
谷
か
ほ
る
さ
ん
の
「
エ
デ
ン
の

東
北
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
カ
ー
ド
協
同
組
合
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
な
が
ら
、
今
年
２
月　

日
ま
で
営
業

２９

し
て
い
ま
す
。

３
カ
月
限
定
オ
ー
プ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
賑
わ
う 身近に行われている

楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

第　

回
石
川
町
成
人
式
に

５６
２
２
０
人
が
参
加
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職
業
▽
郡
山
健
康
科
学
専
門
学
校
・
作

業
療
法
科
４
年
で
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

４
月
に
な
る
と
、
お
互
い
に
様
々

な
と
こ
ろ
で
働
き
、
活
躍
す
る
こ

と
と
思
う
の
で
、
級
友
と
残
り
わ

ず
か
な
学
生
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
、

ま
た
、
な
か
な
か
会
っ
て
話
す
機
会
も

少
な
く
な
る
の
で
、
一
日
一
日
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

専
門
学
校
に
進
学
さ
せ
て
く
れ
た

両
親
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
恩

返
し
す
る
こ
と
。
４
年
と
い
う
長
い
道

の
り
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
一
番
近

く
に
い
た
家
族
な
の
で
、
何
ら
か
の
形

に
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
贈
り
た
い
で

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

春
に
は
桜
並
木
、
冬
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他

の
名
所
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
、
石

川
町
の
知
名
度
を
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

明
る
く
、
頼
も
し
い
人
。

次
回
は
、
矢
内
さ
ん
の
紹
介
で
、

三
森　

康
裕
さ
ん
で
す
。

江
尻　

昌
一
さ
ん（　

歳
）

７４

　
　

テ
ル
子
さ
ん（　

歳
）

７３

住
所
／
赤
羽
字
新
宿

板橋字野出ケ沢

矢内陽子さん（２２歳）

南條　瑞貴    ちゃん
みずき

谷地字竹ノ内　　　　　　　　

幸二さん・裕子さんの長男　　

平成１４年１１月１１日生まれ　　

「明るく、元気に、丈夫に育っ

てネ！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
２

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結

２８

婚
。
稲
作
、
麦
、
葉
タ
バ
コ
な
ど
、

今
と
違
っ
た
手
作
業
、
農
耕
馬
で
の
労

働
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
特
に
収
穫
期

が
梅
雨
で
の
手
刈
り
は
大
変
で
し
た
。

戦
後
の
食
料
増
産
、
そ
の
後
の
開
パ
事

業
に
よ
る
農
地
整
備
な
ど
に
よ
り
、
麦

の
生
産
は
価
格
も
良
く
現
金
収
入
も
あ

っ
た
の
で
楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。
今

で
も
米
を
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
和
牛
を
飼

っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

日
々
の
牛
の
世
話
と
、
骨
休
め
に

行
く
温
泉
、
旅
行
や
孫
と
遊
ぶ
こ

と
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

赤
羽
は
平
坦
で
、
住
み
や
す
い
と

こ
ろ
で
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

職
・
住
の
整
備
を
進
め
、
若
者
が

定
着
し
や
す
く
、
元
気
あ
ふ
れ
る

町
づ
く
り
を
！
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中
田
字
下
矢
造

迎　

美
佐
穂
さ
ん

芳賀　悠真    ちゃん

ゆうま

屋敷入　　　　　　　　　　　

賢明さん・芳恵さんの長男　　

平成１４年１１月８日生まれ　　

「一人歩きが上手になったね。

これからも元気に、すくすく育

ってネ！」

愛知県豊田市愛知県豊田市

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

世
界
に
誇
る
車
の
町
、
人
口
約　

万
３４

人
の
愛
知
県
豊
田
市
で
す
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
製
造
工
場
の
本
社
が

あ
り
、
多
く
の
人
々
が
自
動
車
関
係
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
企
業
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
自
然
も
多
く
残
さ
れ
、
猿

投
山
や
市
街
地
を
南
北
に
流
れ
る
矢
作

川
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
第
２
東
名
や
中
部
国
際
空

港
な
ど
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
実
家
に

帰
る
た
び
に
発
展
し
て
い
る
の
で
驚
か

さ
れ
ま
す
が
、
稲
作
や
果
物
も
多
く
作

ら
れ
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
矢
作
川
で
は
１
万
５
千
発
の

花
火
を
上
げ
る
「
お
い
で
ん
祭
り
」
が

あ
り
、
３
日
間
で　

万
人
が
訪
れ
る
最

６５

大
の
祭
り
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
の
二
十
歳
の
時
に
来
ま
し

５２

た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

生
活
環
境
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ

て
、
驚
く
こ
と
や
戸
惑
う
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
山
や
雪
が
多
い
こ

と
、
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
苦
労
し
た

こ
と
は
言
葉
と
考
え
方
の
違
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
も
、
今
日
ま
で
居
ら
れ
た
の
は
、

み
な
さ
ん
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

若
者
が
定
着
で
き
る
た
め
の
雇
用
機

会
の
拡
充
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
い

こ
い
の
広
場
等
の
整
備
を
進
め
、
人
口

減
を
抑
制
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

母
畑
の
北
須
橋
の
そ
ば
に
あ
っ
た
鈴
木
洋
服
店
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

北
須
川
の
大
水
の
時
に
川
に
入
っ
て
魚
を
捕
ま
え
た
こ

と
、
上
母
畑
か
ら
下
母
畑
ま
で
の
鬼
ご
っ
こ
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
子
ど
も
の
頃
、
足
が
遅
か
っ
た
の
に
母
畑
中
時
代
は

リ
レ
ー
で
ア
ン
カ
ー
を
務
め
、
中
体
連
の
相
撲
大
会
で
は
一

日
も
練
習
を
し
な
い
で
、
優
勝
し
た
こ
と
も
良
い
思
い
出
で

す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

洋
服
店
を
新
町
で　

歳
ま
で
、
郡
山
の
西
武
百
貨
店
の
４

３０

階
に　

年
間
出
店
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
郡
山
と
福
島
に
４

１６

店
舗
持
ち
ま
し
た
。

　

今
は
、
息
子
た
ち
に
任
せ
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
の

で
、
３
年
前
か
ら
始
め
た
写
真
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

郡
山
写
遊
会
に
入
会
し
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
と
刺
激
し
あ

い
な
が
ら
腕
を
磨
き
、
現
在
は
息
子
と
と
も
に
３
℃
写
真
研

究
舎
を
立
ち
上
げ
技
術
の
向
上
、
現
像
と
プ
リ
ン
ト
も
手
が

け
て
い
ま
す
。ま
た
、自
宅
２
階
を
改
装
し
て
ア
ト
リ
エ「
蔵
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
広
く
写
真
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
を
通
し
て
の
「
人
と
の
出
会
い
」
が
魅
力
で
、　

日
３２

間
か
け
て
自
動
車
で
日
本
一
周
、
昨
年
は
ネ
パ
ー
ル
に
行
き

　

枚
の
組
写
真
を
制
作
す
る
な
ど
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

３０募
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
県
写
真
展
で
知
事
賞
始
め
、
各

賞
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

生
ま
れ
育
っ
た
町
で
す
か
ら
、
知
人
、
友
人
も
い
て
懐
か

し
く
思
い
ま
す
。
石
川
町
で
も
写
真
が
好
き
な
人
が
い
れ
ば
、

ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
ふ
る
さ
と
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

写
真
を
通
じ
て�
人
と
の
出
会
い
�が
魅
力

自
宅
の
２
階
に
ア
ト
リ
エ「
蔵
」
を
オ
ー
プ
ン
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い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
全
体
が
そ
う
な

の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
良
い
意
味
で
ノ

ン
ビ
リ
し
て
い
て
、
ほ
ん
わ
か
し
て
い

る
所
が
良
い
で
す
ね
。

　

朝
、
顔
を
あ
わ
せ
る
と
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
か
ら
一
日
が
始
ま
る
こ

と
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な

っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
き
め
細
や

か
さ
が
失
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

合
併
に
よ
り
議
員
１
人
あ
た

り
の
住
民
の
数
は
増
え
る
の

で
、
議
会
を
通
じ
た
間
接
民
主
制
を
補

完
し
て
い
く
仕
組
み
は
合
併
前
以
上
に

求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
住
民
の
み
な

さ
ん
の
声
を
直
接
聴
い
て
、
き
ち
ん
と

反
映
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
ご
と
の
公
聴
会
、
行
政
モ
ニ
タ

ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
っ
た
従
来
か
ら

あ
る
手
法
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
意
見
募
集
な
ど
も
有

効
な
方
法
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
対
し
て
直
接
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
配
置
転

換
な
ど
に
お
い
て
配
慮
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

合併問題
Ｑ＆Ａ�

コ
ン
ビ
ニ
と
は

地
域
密
着
型
の
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー

ＱＡ

草
野　

浩
二
さ
ん
●

さ
ん
●
当
町

▲多くの雇用をと考える店内

▲石川バイパス建設地の長久保地域

け
ど
、
す
ご
く
良
い
の
で
す
。「
今
日
は

寒
い
な
い
」「
天
気
が
良
い
な
い
」
と
か
、

何
気
な
い
言
葉
な
の
で
し
ょ
う
け
ど
、

私
に
は
、
そ
れ
が
こ
の
町
の
良
い
と
こ

ろ
で
、
好
き
な
所
な
の
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

今
、
石
川
町
だ
け
で
な
く
、
全
国
的

に
問
題
に
な
っ
て
い
る
雇
用
の
確
保
だ

と
思
い
ま
す
。
働
け
る
場
所
を
で
き
る

だ
け
多
く
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
石
川
町

に
住
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
く
な
っ

て
、
他
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
も
今
、
自
分
の
店
に
一
人
で
も
多

く
の
人
が
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
が
、
町
全
体
で
考
え
、

行
政
と
民
間
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
け
ば
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
、
人
口
を
減
ら
さ
な
い
よ
う

に
各
方
面
か
ら
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
れ
、
落
ち
着
い
て
店
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

オ
ー
プ
ン
前
と
そ
の
後
の
自
分
の
考
え

が
一
つ
だ
け
違
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
固
定
客
の
割
合
が
多

く
、
コ
ン
ビ
に
も
一
般
小
売
店
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
で
す
。
コ
ン
ビ
に
と
い
う

の
は
、
通
り
の
お
客
様
の
割
合
が
多
く
、

な
か
な
か
固
定
の
お
客
様
が
つ
か
め
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
少
し
戸
惑
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
あ
た
り
か
ら
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の

経
営
自
体
に
変
化
が
生
じ
て
き
た
の
で
、

私
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
を
集

め
、
様
々
な
研
修
へ
出
か
け
て
勉
強
し

て
い
る
真
っ
最
中
で
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

自
宅
が
当
町
に
あ
り
、
店
が
石
田
に

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
の
人
た
ち

も
、
人
情
味
が
あ
り
、
温
か
く
感
じ
て

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

平
成
８
年
１
月
に
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

長
久
保
店
を
オ
ー
プ
ン
し
て
８
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
無
我

夢
中
で
回
り
を
見
る
余
裕
な
ど
な
く
、

イ
ッ
パ
イ
、
イ
ッ
パ
イ
だ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
お
客
様
や
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
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編
纂
室
だ
よ
り 

　

町
史
編
纂
の
た
め
各
分
野
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
と
り

わ
け
、
町
内
の
寺
院
や
仏
堂
に
保
存
さ
れ
て
い
る
仏
像
に
新
た
な
発
見
が
あ
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　完全学校週５日制実施により子
どもたちが週末に家庭や地域で過
ごす時間が増えてきています。そ
こで、今年度も子どもたちが豊か
な体験ができるよう教育委員会、
公民館等で週５制対応事業を実施
しています。

新
た
に
発
見
さ
れ
た
古
代
・
中
世
の
仏
像

　

石
川
地
方
で
仏
像
の
造
立
が
盛
ん
に

な
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
は
、
武
士
の
世
の
中
で
仏

像
彫
刻
は
穏
や
か
な
作
風
の
平
安
時
代

に
対
し
て
、
写
実
的
で
力
強
い
作
風
が

好
ま
れ
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
の
調
査
で
最
古
の
仏
像
は
、

薬
王
寺
薬
師
堂
（
大
室
）
の
木
造
薬
師

如
来
坐
像
で
、
一
木
造
の
技
法
や
円
満

で
穏
や
か
な
顔
貌
な
ど
か
ら
、
平
安
時

代
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
こ
ろ
に
造
立

さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
平
安
末
期
に
土
着
し
た

石
川
氏
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
に
あ
る
千
手
観
音
堂
の

木
造
釈
迦
如
来
坐
像
は
鎌
倉
末
か
ら
南

北
朝
時
代
の
作
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
光
渡
寺
（
板
橋
）
の
本
尊
木

造
地
蔵
菩
提
坐
像
は
、
鎌
倉
に
本
拠
を

置
き
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
円
派
の

仏
師
「 
乗
円 
」
の
作
か
同
系
統
の
中
央

じ
ょ
う
え
ん

平
安
時
代
末
期
か
ら

南
北
朝
時
代
の
仏
像

室
町
時
代
以
降
の
仏
像

　

月
８
日
（
土
）

１１
　

母
畑
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

各
種
団
体
は
家
庭
教
育
支
援
事
業
と
し
て

「
親
子
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」を
実
施
し
ま
し

た
。

　

会
場
と
な
っ
た
母
畑
小
学
校
で
は
、子
ど

も
た
ち
、
父
母
、
祖
父
母
、
約
１
５
０
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
３
部
に
分
か
れ
、
第
１
部
「
む
か

し
話
劇
場
」
で
は
、『
屁
は
宝
』『
毒
草
と
毒

消
し
』
の
話
を
玉
川
村
の
語
り
部
・
阿
部
洋

子
さ
ん
が
。

　

第
２
部
「
紙
芝
居
劇
場
」
で
は
、
母
畑
子

育
て
支
援
の
会
の
水
野
湛
子
さ
ん
、永
沼
弥

江
子
さ
ん
が
、『
お
つ
き
さ
ま
は
い
く
つ
』

な
ど
を
。

　

第
３
部
「
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
」
で
は
、
郡

山
市
の
大
場
武

吉
さ
ん
が
自
慢

の
腕
前
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大

い
に
満
足
、
あ

っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
地
区
の
方
々
の

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う
」と

い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

月　

日
（
土
）

１１

２９

　

中
央
公
民
館

事
業
「
ぼ
く
も

わ
た
し
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」

に
小
学
生
1
9

人
が
参
加
、
牛

乳
パ
ッ
ク
を
使

っ
た
紙
す
き
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

指
導
者
で
あ

る
桜
が
丘
学
園
の
園
長
先
生
、
職
員
、
園
生

の
方
々
に
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

丁
寧
に
作
業
を
進
め
、年
賀
用
の
ハ
ガ
キ
を

作
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、最
初
は
ハ
ガ
キ
が
本
当
に
作
れ

る
の
か
ど
う
か
半
信
半
疑
で
し
た
が
、少
し

ず
つ
形
に
な
る
の
を
見
て
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
子
も
、「
こ
の
ハ
ガ
キ
を
年
賀
状
に

し
よ
う
」
と
喜
ん
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

の
仏
師
の
作
と
見
ら
れ
極
め
て
貴
重
な

も
の
で
す
。

　

石
川
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る

長
泉
寺
（
高
田
）
の
本
尊
地
蔵
菩
薩
座

像
は
室
町
時
代
初
期
の
作
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
光
国
寺
（
曲
木
）
の

木
造
薬
師
如
来
立
像
と
安
養
寺（
沢
井
）

の
木
造
如
意
輪
観
音
像
は
共
に
室
町
末

期
の
造
立
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
仏
像
は
檀
那
（
制
作
依
頼

者
）
が
中
小
領
主
層
（
武
士
）
と
い
わ

れ
、
本
町
の
場
合
は
石
川
一
族
の
造
立

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

中
世
（
鎌
倉
か
ら
戦
国
）
の
城
跡
の

近
辺
に
所
在
す
る
お
堂
に
古
い
仏
像
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

�
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
・
南
北
朝
時
代
（
板
橋
・
光
渡
寺
）
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献
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妻
が
パ
ー
ト
に
出
て
収
入
を
得
た
場

合
、
収
入
金
額
に
よ
っ
て
は
夫
の
税
金

や
社
会
保
険
料
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

●
税
金
面
で
は
？

妻
の
税
金：

パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
に
も

所
得
税
や
住
民
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
パ
ー
ト
収
入
金
額
が
年
間
１
０

３
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
所
得
税
が
か
か

ら
ず
、
１
０
０
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
住

民
税
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

夫
の
税
金：

妻
も
夫
の
収
入
を
基
に
生

活
し
て
い
る
も
の
と
考
え
、
夫
の
所
得

税
・
住
民
税
の
計
算
上
、
一
定
の
要
件

下
に
「
配
偶
者
控
除
」
や
「
配
偶
者
特

別
控
除
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
配
偶
者
控
除
と

　

配
偶
者
特
別
控
除
と
は
？

　

配
偶
者
控
除
は
、
パ
ー
ト
収
入
金
額

が
年
間
１
０
３
万
円
（
合
計
所
得
金
額

　

万
円
）
以
下
の
妻
（
控
除
対
象
配
偶

３８者
）
に
つ
い
て
、
夫
の
所
得
金
額
か
ら
、

所
得
税
の
計
算
上　

万
円
、
住
民
税
の

３８

計
算
上　

万
円
を
控
除
す
る
こ
と
が
で

３３

き
ま
す
。

冬
は
献
血
者
が
減
少
し
ま
す

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
と
並

ん
で
、
冬
期
間
は
献
血
者
の
数
が
一
時

的
に
減
少
す
る
時
期
で
す
。

　

ま
た
、
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人

が
多
い
こ
と
や
、
学
校
や
企
業
、
団
体

な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
に
く
く
な
る
こ

と
な
ど
も
、
冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て

献
血
者
数
が
減
少
す
る
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。
献
血
者
の
減
少
は
、
長
期
保

存
の
で
き
な
い
輸
血
用
血
液
の
不
足
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
協
力
が
必
要
で
す

　

献
血
者
の
約
６
割
が　

代
ま
で
の
方

３０

で
あ
り
、
そ
の
中
心
は　

代
の
若
者
た

２０

ち
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
若
い

世
代
が
減
少
す
る
一
方
、
血

液
製
剤
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
世
代
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
若
い

世
代
の
方
々
に
、
さ
ら
に
献

血
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
新
年
に
成
人
式
を
迎
え

た　

歳
の
若
者
を
中
心
に
、

２０
献
血
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴

え
る
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
「
成
分
献
血
」
と

「
４
０
０
�
献
血
」　

　

日
本
で
は
、
血
液
製
剤
の
一
部
を
海

外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
国
民
の

献
血
に
よ
り
確
保
す
る
体
制
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
献
血
の
中
で
も
特
に
重

要
と
さ
れ
る
「
成
分
献
血
」（
血
し
ょ
う

や
血
小
板
な
ど
特
定
の
成
分
だ
け
を
献

血
す
る
方
法
）と
、「
４
０
０
�
献
血
」へ

の
協
力
は
、
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。

「
献
血
」
と
い
う
愛
の
か
た
ち

　

各
地
の
血
液
セ
ン
タ
ー
や
献
血
ル
ー

ム
な
ど
で
は
、
若
い
世
代
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
方
々
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
会
に
、

ぜ
ひ
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
病
気

や
け
が
で
苦
し
む
多
数
の
患
者
さ
ん
た

ち
の
生
命
を
守
る
の
は
、
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
よ
る
「
献
血
」
と
い
う
愛

の
か
た
ち
で
す
。

　

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
夫
の
合
計
所

得
金
額
が
１
、
０
０
０
万
円
（
給
与
収

入
だ
け
の
場
合
は
約
１
、２
３
１
万
円
）

以
下
を
前
提
に
、
パ
ー
ト
収
入
金
額
が

年
間
１
４
１
万
円
（
合
計
所
得
金
額　
７６

万
円
）
未
満
の
場
合
、
夫
の
所
得
金
額

か
ら
、
パ
ー
ト
に
よ
る
所
得
金
額
を
基

に
計
算
し
た
一
定
金
額
（
所
得
税
の
計

算
上
最
高　

万
円
、
住
民
税
の
計
算
上

３８

最
高　

万
円
）
を
控
除
す
る
こ
と
が
で

３３

き
ま
す
。

●　

年
税
制
改
正

０３

　

従
来
、
控
除
対
象
配
偶
者
に
つ
い
て
、

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
を
併

せ
て
適
用
で
き
ま
し
た
が
、　

年
分
の

０４

所
得
税
か
ら
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用

は
廃
止
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
パ

ー
ト
収
入
金
額
が
年
間
１
０
３
万
円
以

下
の
場
合
は
増
税
と
な
り
ま
す
。

●
年
金
で
は
？

　

現
在
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
妻
で
年
収
１
３
０
万
円
未

満
の
場
合
、
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
は
負
担
し
ま
せ
ん
が
、　
６５

歳
に
な
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

年
の
年
金
改
革
で
は
、
こ
の
第
３

０４
号
被
保
険
者
制
度
の
見
直
し
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
改
正
に
よ
り
、
こ

の
制
度
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
そ
の
動
き
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

で
き
る
だ
け
家
族
団
ら
ん
の
時
間

を
増
や
し
、
空
い
た
部
屋
の
照
明
や

冷
房
は
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
だ
け

家
族
団
ら
ん
を
！
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今月の納期 町県民税の申告相談会が２月９日（月）から始まります

になる
いい話。 

　

今
年
の
検
診
は
ど
こ
で
受
け
ま
す
か
。

も
う
す
ぐ
、
保
健
衛
生
協
力
員
の
方
が

健
康
診
査
実
態
調
査
票
を
も
っ
て
み
な

さ
ん
の
家
に
伺
い
ま
す
。
町
の
検
診
を

受
け
る
人
と
、
会
社
で
受
け
る
人
や
病

院
で
受
け
る
人
を
把
握
し
ま
す
。
会
社

や
病
院
で
受
け
る
と
書
い
た
人
は
、
忘

れ
ず
に
そ
ち
ら
で
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

町
で
受
け
る
と
希
望
し
て
受
け
な
い
人

も
６
〜
７
割
は
い
る
の
で
、
希
望
し
て

い
る
人
は
必
ず
受
け
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
、　

代
、　

代
の
方
が
少

４０

５０

な
い
の
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

ど
こ
で
受
け
て
い
ま
す
か
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
勧

め
て
く
だ
さ
い
。
自
覚
症
状
が
現
れ
な

い
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
検

診
の
目
的
で
す
が
、
毎
年
受
け
る
こ
と

に
意
味
が
あ
り
ま
す
。「
去
年
受
け
た
か

ら
、
今
年
は
休
む
…
」
な
ん
て
人
も
い

る
の
で
す
が
、
毎
年
受
け
て
い
れ
ば
、

昨
年
と
の
比
較
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
は
検
診
で
病
気
が
発

見
さ
れ
て
手
術
し
た
人
が
、
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
毎
年
受
け
て

い
れ
ば
、
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
な
の

で
、
だ
い
た
い
早
期
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
手
術
し
て
も
入
院
も
短
期
間

で
、
か
か
る
お
金
も
違
う
は
ず
で
す
。

お
金
に
は
か
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・

受
け
る
心
の
負
担
も
違
う
と
思
い
ま
す
。

保険証は大切に 
　国民健康保険被保険者証は国保の被保険者であるという証明書であり、お医者さん
にかかるときの受診券でもあります。国保に加入すると１世帯に１枚ずつ交付されま
すので、次のことに注意して大切にしましょう。 

1 2 3

4 5 6

交付されたら記載事項に
誤りがないか確かめまし
ょう 

紛失したり破れて使えな
くなったときは再交付さ
れますので、国保の窓口
に 

いつでも使えるよう、必
ず手元に保管しましょう 

有効期限が過ぎた保険証
は使えません。古いのと
引き替えに新しい保険証
をお渡しします 

被保険者に異動があった
ときなど、自分で書き直
すと無効になりますので、
必ず窓口に 

他市区町村へ転出したり
職場の健康保険に入った
ときは届け出をし、保険
証は返しましょう 

　修学や長期
旅行、長期出
張などのため
家族と離れて
住むような場
合には、もう一
枚の保険証が
交付されます。 

もう一枚の 
　　　保険証 

ごはんなどの穀類をしっかりと！

ごはんをしっかり食べて、ごはんをしっかり食べて、

エネルギー摂取をバランスよく！エネルギー摂取をバランスよく！

ご　ごはんは、食べてすぐにエネルギはんは、食べてすぐにエネルギ

ー源になり、体温を上昇させて消費ー源になり、体温を上昇させて消費

してくれます。特に朝のごはんは、してくれます。特に朝のごはんは、

ガス欠になった体には最高の栄養ガス欠になった体には最高の栄養

源です。朝食はとても大切です。し源です。朝食はとても大切です。し

っかり食べましょう。っかり食べましょう。

見直されている日本食見直されている日本食

健　健康的な食事は、栄養のバランス康的な食事は、栄養のバランス

が取れています。ごはん中心の日本が取れています。ごはん中心の日本

食は、欧米食に比べ脂肪の割合が少食は、欧米食に比べ脂肪の割合が少

なく、栄養バランスが整っています。なく、栄養バランスが整っています。

欧米では、日本食が「健康食」とし欧米では、日本食が「健康食」とし

てブームとなっています。日本食はてブームとなっています。日本食は

世界で最も健康的な食事です。世界で最も健康的な食事です。

田んぼは、洪水を防ぎ、田んぼは、洪水を防ぎ、

水や空気をきれいにする！水や空気をきれいにする！

稲　稲は日本の風土に適した作物。水は日本の風土に適した作物。水

田に水が貯められ、それぞれが貯水田に水が貯められ、それぞれが貯水

池の役割を果たして、洪水から守っ池の役割を果たして、洪水から守っ

ています。さらに水田の水は、徐々ています。さらに水田の水は、徐々

に地下に浸透し、豊富な地下水になに地下に浸透し、豊富な地下水にな

るほか、水や空気をきれいにし、たるほか、水や空気をきれいにし、た

くさんの生き物の「すみか」になっくさんの生き物の「すみか」になっ

ています。ています。

どんな味にもぴったり合うごはん！どんな味にもぴったり合うごはん！

炊　炊きたての白いごはんは、甘味がきたての白いごはんは、甘味が

あってとてもおいしいものです。食あってとてもおいしいものです。食

事の引き立て役として、和食はもち事の引き立て役として、和食はもち

ろん、中華、洋食など、どんな味にろん、中華、洋食など、どんな味に

も合わせる事ができます。も合わせる事ができます。

��������	
���������
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●
平
成
５
年
４
月
１
日
以
降
に
夫
が
死

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
４

１５

月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有

し
て
い
る
妻
の
方
に
、
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
８
年
に
最
終
償
還
を
終
え
た
戦

傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
を
受
け
て

い
た
方
で
、
夫
が
平
成
５
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
８
年
９
月　

日
ま
で

３０

の
間
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成　

年　

月
１
日
に
お
い
て
公
務

１５

１０

扶
助
料
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し

て
い
る
妻
の
方
に
、
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
５
年
４
月
１
日
以
降
に
子
又
は

孫
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

　

年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

１５助
料
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て

い
る
父
母
等
で
､
他
に
氏
を
同
じ

く
す
る
子
も
孫
も
い
な
い
方
に
、
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
右
記
に
該
当
さ
れ
る
方
で
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ

り
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
妻
及
び

父
母
等
の
み
な
さ
ん
へ

新
た
に
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

●
請
求
期
限

　

平
成　

年　

月
２
日
ま
で
。

１８

１０

●
請
求
・
お
問
い
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

�　

�
９
１
２
４

２６

　

平
成　

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
に

１５

つ
い
て
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
所
得
税
の
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
接
続
し
、

画
面
案
内
に
従
っ
て
収
入
金
額
等
の
必

要
事
項
を
入
力
す
れ
ば
、
還
付
申
告
等

一
般
的
な
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
で
出
力

後
、
関
係
書
類
を
添
付
し
郵
送
等
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.s
e
n
d
a
i.n
ta
.g
o

.jp

の
「
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

所
得
税
確
定
申
告
書
の
作
成

税
理
士
に
よ
る

税
金
無
料
相
談
所
を
開
設

　

東
北
税
理
士
会
須
賀
川
支
部
で
は
、

「
税
理
士
記
念
日
」
に
ち
な
み
、
税
金

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
所
得
税
の
申
告
相
談
を

は
じ
め
、
税
金
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年
２
月　

日
（
月
）

１６

２３

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

午
後
１
時
〜
３
時

●
会　
　

場

　

須
賀
川
市
産
業
会
館
一
階

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署

　

�
０
２
４
８
�
７
５
�
２
１
９
４

福
島
県
文
化
振
興
基
金

助
成
事
業

　

県
民
の
み
な
さ
ん
の
文
化
活
動
を
支

援
す
る
（
財
）
福
島
県
文
化
振
興
基
金

で
は
、
現
在
、
平
成　

年
度
第
１
期
分

１６

の
助
成
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
７
月　

日

１６

３１

ま
で
に
行
う
次
の
事
業

①
広
く
県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動
の

成
果
発
表
事
業
（
美
術
展
、
音
楽
会
、

演
劇
等
の
公
演
、
文
芸
誌
出
版
等
）

②
発
表
会
等
や
公
的
機
関
か
ら
の
招
へ

い
に
よ
る
参
加
事
業

●
対　
象　
者

　

県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
を

有
す
る
個
人
（
県
外
在
住
の
県
出
身
者

も
含
む
）
ま
た
は
団
体
。

●
助
成
金
額

　

助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
１
ま
た
は

２
分
の
１
以
内
の
額
。
た
だ
し
対
象
事

業
の
区
分
に
よ
り
、
限
度
額
が
あ
り
ま

す
。

●
申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
石
川
町
教
育
委
員
会

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　

平
成　

年
３
月
１
日
（
月
）

１６

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
教
育
委
員
会

　

�
２
６
�
９
１
３
７

　

福
島
県
文
化
振
興
基
金
事
務
局

　

�
０
２
４
�
５
２
１
�
７
７
８
６

お
詫
び
と
訂
正

　

「
広
報
い
し
か
わ
１
月
号
」
の
な
か
で
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

７
Ｐ
＝
平
成　

年
４
月
か
ら
の
保
育
内
容
の

１７

表（
誤
）
第
一
保
育
所
の
保
育
時
間
・
土
曜
日

　
　
　

午
後
７
時　

分
か
ら
正
午

１５

（
正
）
午
前
７
時　

分
か
ら
正
午

１５

　

Ｐ
＝
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
第　

回

１１

１２

定
期
演
奏
会
・
５
行
目

（
誤
）
設
立　

年
目
を
迎
え

２３

（
正
）
設
立　

年
目
を
迎
え

１３

　

Ｐ
＝
青
春
ど
真
ん
中
・
緑
川
潤
一
さ
ん
の

１２住
所

（
誤
）
板
橋
字
塩
野
沢

（
正
）
南
山
形
字
中
野
沢



15広報いしかわ　２月号

２・３月 

２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月２月 FFFFFFFFFFeeeeeeeeeebbbbbbbbbbrrrrrrrrrruuuuuuuuuuaaaaaaaaaarrrrrrrrrryyyyyyyyyy　February

石川町共同福祉施設

老人福祉センター

石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設

クリスタルパーク・石川

石川町共同福祉施設

役場宿直室

石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設

老人福祉センター

石川町共同福祉施設

町県民税申告相談会 （山形地区）

心配ごと相談（午前１０時～）

町県民税申告相談会 （板橋地区）

町県民税申告相談会

（南山形・北山形地区）

町県民税申告相談会

（上沢井・下沢井・大池・鳥内地区）

町県民税申告相談会

（竹柄・中央・古内地区）

きららフットサル交流大会（～２２日）

町県民税申告相談会

（赤羽・新屋敷地区）

交通安全巡回相談（午前１０時～）　

町県民税申告相談会 （中田地区）

町県民税申告相談会

（中田・形見・谷地地区）

町県民税申告相談会（谷沢・坂路地区）

心配ごと相談（午前１０時～）

町県民税申告相談会 （双里地区）

月
火

水

木

金

土
日
月

火

水

木
金

１６
１７

１８

１９

２０

２１
２２
２３

２４

２５

２６
２７

３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月３月 MMMMMMMMMMaaaaaaaaaarrrrrrrrrrcccccccccchhhhhhhhhh　March

各高校体育館
石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設
石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設
老人福祉センター

石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設
石川町共同福祉施設

石川町共同福祉施設
各中学校体育館

石川町共同福祉施設

学法石川・県立石川高校卒業式
町県民税申告相談会 （中野地区）
春季全国火災予防運動（～７日）
全国山火事予防運動（～７日）
車両火災予防運動（～７日）
町県民税申告相談会 （中野・曲木地区）
町県民税申告相談会 （塩沢地区）
耳の日
町県民税申告相談会 （北町地区）
町県民税申告相談会
 （新町・三芦・高田地区）
心配ごと相談（午前１０時～）

消防記念日
町県民税申告相談会
 （馬場町・古町地区）
町県民税申告相談会
 （南町・荒町・和久地区）
町県民税申告相談会 （新田・本宮地区）
町県民税申告相談会
 （王子平・字新屋敷地区）
町内各中学校卒業式
町県民税申告相談会
 （当町・松木下・猫啼地区）

月

火
水

木

金
土
日
月

火

水
木

金

１

２
３

４

５
６
７
８

９

１０
１１

１２

（平成１５年１２月１日～１２月３１日まで届出分　敬称略）

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

郷　
　
　

ミ
サ
ヲ　
　
　

大
字
新
屋
敷

小　

野　

�　

嗣　
　
　
　
　

沢　

井

長
谷
川　

重　

�　
　
　
　
　

轡　

取

佐　

藤　

チ　

ヨ　
　
　
　
　

曲　

木

芳　

賀　

ハ
ル
ヨ　
　
　
　
　

北　

山

瀧　

口　

マ　

サ　
　
　
　
　

母　

畑

郷　
　
　

カ　

ル　
　
　
　
　

沢　

井

小
豆
畑　

キ
ミ
ヱ　
　
　
　
　

下　

泉

佐
久
間　

常　

吉　
　
　
　
　

松
木
下

添　

田　

三　

郎　
　
　
　
　

山　

形

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

添
田　

真
衣

    

（
喜　

永
・
美　

枝
）
北
山
形

ま　

い

西
牧　

明
莉

    

（
和　

浩
・
梨　

恵
）
屋
敷
入

あ
か
り

齊
藤　

佳
歩

    

（　

孝　

・
明　

美
）
沢　

井

か　

ほ

西
牧　

厚
樹

    

（
厚　

雄
・
優　

子
）
新　

町

あ
つ
き

鈴
木　

立
樹

    

（　

隆　

・　

幸　

）
沢　

井

た
つ
き

山
口　
　

菫
   

（
功　

二
・
京　

子
）
北　

山

す
み
れ

岡
崎　

伸
哉

    

（
孝　

教
・　

幸　

）
中　

野

し
ん
や

鈴
木　

玲
央

    

（
和　

幸
・
奈
緒
美
）
沢　

井

れ　

お

長
沼　

博
弥

    

（
利　

美
・
美
弥
子
）
中　

野

ひ
ろ
や

吉
田　

大
哉

    

（
紀
夫
・
真
由
美
）
大
字
新
屋
敷

ひ
ろ
や

相
楽
信
太
郎

     

（
信　

雄
・
美　

和
）
双　

里

し
ん
た
ろ
う

十
文
字　

彩
   

（
英　

悦
・
ヤ
エ
子
）
下　

泉

あ
や

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔 〔〔〔 〔

〔〔

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

大　

野　
　
　

隆　
　
　
　

母　

畑

　

大　

内　

佳　

子　
　
　

二
本
松
市

　

西　

條　

英　

則　
　
　
　

母　

畑

　

須　

藤　
　
　

朝　
　

会
津
若
松
市

　

双　

里　

義　

和　
　
　
　

北　

町

　

樋　

口　

幸　

子　
　
　
　

郡
山
市

　

大　

平　

直　

樹　
　
　
　

沢　

井

　

丹　

治　

真　

美　
　
　
　

郡
山
市

　

岩　

谷　

義　

和　
　
　
　

曲　

木

　

白　

井　

智　

子　
　
　
　

桑
折
町

　

十
文
字　

宏　

樹　
　
　
　

南
山
形

　

塩　

田　

亜
希
子　
　
　
　

北　

山

　

岩　

谷　
　
　

誠　
　
　
　

曲　

木

　

近　

内　
　
　

瞳　
　
　
　

中　

野



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第203回● 
新田保育所 

　新田保育所は、全員で16人と小さな保育所ですが、子どもたちの主体
的な遊びを大切にしています。元気に、そして心豊かに、遊び活動してい
る子どもたちです。 
 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　５月から９月にかけて、日本各地の道端や空き地に生
えます。別名クローバとも呼ばれ、 はじめは牧草として栽
培された後、野生化し広まりました。草丈は、約１０～３０cm
で、茎は地をはってのび、葉のわきから長い柄を出して先
端に白色の蝶形花をつけています。 
 

（シロツメグサ：マメ科） 

　沢田児童館に通う関根茉美さん（中央右）、
美香さん（中央左）と祖父の義正さん（左）、祖
母のヒサ子さん（右）です。 

19,224人（－  9） 

（  ）内前月比 

●1月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,397人（－  0） 
9,827人（－  9） 
5,582戸（＋  3） 

　インフルエンザが流行っています。手洗い、うがい
をして予防を、またかかった時は早めの対応を心が
けましょう。また、鳥のインフルエンザも発生、何とも
世の中が難しくなってきました。 
　日本経済は上向きつつあるようですが、地域経済
に変化はなく、依然厳しい情勢にあります。住民、行政
や企業も難しい局面にいることはもちろんのこと、ど
この町村も厳しい財政状況が強いられ、これからのま
ちづくりは合併しか打開策がないのか…。 
　しかし、町民のみなさんには元気、やる気を持って
がんばっている人、これからがんばろうとする人々が
います。その人々のためにも、みなさんが英知を出し
合って、この難局を克服していきましょう。（迎　茂城） 

やす と  

五十嵐 康人さん（6歳） 

「スイミーの絵本から」 

「
海
の
中
の
運
動
会
を
、

カ
ニ
が
応
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」 

みず き  

金内　瑞稀さん（6歳） 

「
い
ろ
い
ろ
な
魚
が
、

海
の
中
で
遊
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
」 

あい か  

有松　愛華さん（6歳） 

「
み
ん
な
で
合
体
し
て
、

大
き
な
魚
を
追
い
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
」 

たくみ 

金内　匠さん（6歳） 

「
海
の
中
で
、追
い
か

け
っ
こ
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」 

＋ 
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